
調査内容 

 

Ⅰ 調 査 地 
佐賀県武雄市  

人口４８，９６９人 面積１９５．４０㎢ Ｈ３１.４．１現在 

調査月日 令和元年５月２８日（火） 

調査事件 ＩＣＴ教育について 

概 要 

⑴ ＩＣＴ教育の概要について 

2010年にｉＰａｄの発売を機にタブレットＰＣを市内の小

学校 1校に 40台、翌年２月には２校の４年生以上の全児童に

タブレットＰＣを配備して授業等で使用を始める。2014 年４

月に全小学生に１人１台のタブレットＰＣを、2015年４月に

は市内の全中学校に整備し、武雄式反転授業「スマイル学習」

を、小学２年生から中学３年生まで導入した。 

⑵ 特徴ある取組について 

  授業の前日にタブレットＰＣを家庭に持ち帰り、動画を活

用した予習を行うことで、児童・生徒がより意欲的に翌日の

授業に臨んでいる。予習を行うことで授業の中で、通常の授

業より話し合いや学びあいなどを中心とした協働学習ができ

る。 

   特徴ある授業として、「プログラミング教育」や「電子黒板

とタブレットＰＣの連携」、インターネットを使ってのフィリ

ピン講師と対話する「オンライン英会話」、「カメラ機能の活

用」、「ドリル機能の活用」などの特徴ある取組を行っている。

また、市内 16校全校に各 1名の支援員を配置している。 

⑶ 取組後の効果について 

児童生徒は、予習や授業にも楽しく取組んでいる。教員は、

指導方法の変化や改善があったと高く評価している。また、

小学生の保護者は「スマイル学習」の効果を肯定的に考えて

いる割合が増えた。また、障害者がタブレットを使うことで

普通教室での学習が可能になった例や、教室に入れない生徒

に保健室で遠隔授業を行う例も生まれた。  

⑷ 今後の課題について 

学校により「スマイル学習」の実施率がまばらである。こ

れからは教員に対するＩＣＴ教育のスキルアップを行う必要

がある。また、ＩＣＴ教育の予算確保が難しくなってきてい

る。 

委員会の 

ま と め 

武雄市では、すべての小中学校において児童生徒に 1 人１台

のタブレットが配備されている。市の政策の中でも「ＩＣＴ教

育の推進」ついて、情報化社会への対応力の育成や、子どもた



 - 1 - 

ちのいろいろな可能性を伸ばし、21世紀を生き抜く力を育むツ

ールとして、非常に有効なものと捉えているが、支援員の委託

経費や教員の指導力の育成も課題となっている。 

デジタル教科書導入にあたり最大の問題は、費用負担である。

岩沼市は、教員の負担軽減、費用対効果等を慎重に検討しなが

ら、今後ＩＣＴ教育をすすめていくべきである。 

 

 

Ⅱ 調 査 地 
福岡県飯塚市  

人口１２９，１４６人 面積２１３．９６㎢ Ｈ３１.４．１現在 

調査月日 令和元年５月２９日（水） 

調査事件 子育て支援について（緊急サポートネットワークについて） 

概 要 

⑴ 休日子育て支援の概要について 

保護者の仕事、冠婚葬祭、病気、介護等により日曜、祝日

に家庭で看ることができない小学生児童を預かる事業。 

① 対象児童 

・ 小学１年生から６年生までの児童 

・  飯塚市・嘉麻市・桂川町に住所を有する児童。また

は飯塚市内、嘉麻市・桂川町内に通う児童 

・ 病児または病後児でない児童 

② 料金 

・一人当たり(一回につき)５時間未満 500円、５時間以

上 1,000円 

③ 場所 

・片島児童センター(飯塚市) 

④ 実施日時 

・日曜日 午前８時から午後６時まで 

⑤ 利用方法 

・初回利用時はお住いの市役所または町役場で申込が必

要、２回目以降は電話予約、ＦＡＸ申込も可 

⑵ 取組後の効果と今後の課題について 

・効果は、仕事など緊急時の受け入れ先があり安心感がある。 

・利用者が少ないことが課題となっている。初年度の 25年度

は登録者 22 名で利用者数は 14 人、26 年度は登録 19 名で利

用 79 人、27年度は登録 15名で利用 33人、28年度は登録 10

名で利用 49 人、29 年度は登録 15 名で利用 28 人。３市町に

よる広域となった 30 年度は登録者が５名で利用者は 20 人と

なった。 

⑶ 子育て短期支援の概要について 

保護者が家庭で就学前の子どもを養育することが難しくな
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ったとき、市が契約している施設で子どもを一時的に預かる

事業。 

① 分類 

・ショートステイ：宿泊 

・トワイライトステイ：平日の夜間、休日の昼間 

② 利用期間 

・ショートステイ：一回あたり ７日以内 

・トワイライトステイ： 

平日の夜間(午後５時からおおむね午後 10 時まで/原則

４時間以内) 

休日の昼間(おおむね午前５時から午後５時まで/原則

８時間以内) 

③ 料金 

・ショートステイ 

 ２歳未満児：5,350円、２歳以上児 4,500円 

・トワイライトステイ 

 平日夜間 1,000円、休日昼間 1,500円 

※世帯所得に応じて減免が利用できる。 

⑷ 取組後の効果と今後の課題について 

・効果は、仕事など緊急時の受け入れ先が有り安心感がある。 

・利用者が少ないことが課題となっている。事業実績は平成

27年度が登録者数７人、ショートステイ利用児６人、利用日

数 20 日、トワイライト利用はゼロ。28 年度は順に３人、１

人、１日でトワイライト利用児３人、日数３日。29年度は３

人、２人、８日でトワイライトが２人２日。30年度は登録者

数４人、ショートステイ利用児１人、１日でトワイライトが

５人、５日となっている。 

・広域のため送迎も課題となっている。 

委員会の 

ま と め 

利用者は少ないようだが、利用している人にとっては切実な問

題が解消されている点に意味がある。地味で細やかな事業だが、

そういう行政は評価に値する。ニーズがあるのだから利用しやす

くする工夫も必要になる。 

岩沼市においても、土・日・祝日の子育て支援の環境づくり

が今後必要となってくると考えられる。今は、休日保育等の需

要はあまりないと聞く。しかし、今後のことも考えて、休日に

受け入れできる環境整備も必要であると考える。  

 

 

Ⅲ 調 査 地 
福岡県古賀市  

人口５９，３０８人 面積６２．０７㎢ Ｈ３１.４．１現在 

調査月日 令和元年５月３０日（木） 
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調査事件 
不登校児童・生徒のサポートについて(不登校問題対策につい

て) 

概 要 

⑴ あすなろ教室の概要について 

いろいろな事情から学校に行けなくなった古賀市立小・中

学校に在籍する児童生徒への支援策。教育相談をはじめ、体

験活動や自主活動を通じて、人間的成長と社会自立を促し援

助する。そして、集団生活に適応できるように指導・援助し

ながら、児童生徒の学校復帰を目指す。 

・ 平成 11年９月１日開級 

・ 設置場所 古賀市古賀 278－１ 市役所近隣 

・ 職員など 指導員３名(市嘱託員)、ヤングアドバイザー

(大学生)2名 

⑵ 特徴ある取組について 

・ 古賀市では「日本一通いたい、通わせたい学校」を目指

して、教育施策に力を入れており、小・中学校や子どもたち

への支援も充実している。 

・ 体験活動を多く取り入れている。「図書活動」は 1 カ月に

1 回、市立図書館に出向き今後の活動に役に立つ本を選ん

で 100冊借り教室で読書を行う。「体験活動」では、トウモ

ロコシやトマト等を育てる栽培活動や季節に合わせて七夕

飾りや魚釣り、近隣道路の清掃、織物織りなどの体験活動

を行っている。体験活動で大切にしたい力を身に付けるた

め、他の人との協調を保って生きるために必要とされる生

活上のソーシャルスキル能力、家庭、学校、職場、社会と

いったあらゆるシーンで、他人との人間関係を円滑に構築

するために非常に重要なコミュニケーション能力、調理の

技術や雑巾の絞り方、準備、後片付け、掃除等の生活スキ

ル能力等を指導している。また、食を大切にする取組も行

っている。 

⑶ 取組後の効果について 

・平成 30 年度の児童生徒は 17 名、29 年度は７名、28 年度

は９名だった。体験活動や日常の生活の場で少しずつ笑顔が

見えるようになった。 

在籍校に復帰したケースもあった。高校に進学した例もあ

る。30 年度には公立高に２名、私立に４名（通信制含む）

が入学した。29年度は公立に４名（通信制含む）、28 年度は

私立に１名だった。 

⑷ 今後の課題について 

指導員の指導力の向上には終わりがないので、子どもたち

に合った方向性を見出しながら、どのように学校へ復帰でき

るか。特別支援教育の更なるスキルアップを行っていかなけ



 - 4 - 

ればならないと考えている。また、更なる連携の強化として

保護者、学校、教育委員会、スクールカウンセラー、医療機

関等との必要な情報を共有して相談活動の充実を図ってい

く。  

委員会の 

ま と め 

不登校児童・生徒支援はとても重要な課題である。岩沼市で

は今年度から心のケアハウス事業を展開することになった。そ

こで、あすなろ教室で行われているようにヤングアドバイザー

を活用することも必要であると考える。勤労者活動センターで

行われるが、来館者がとても多い施設の中での実施となること

から、状況をしっかり把握し、子ども達の心の負担にならない

ように配慮すべきである。 

 


